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は
じ
め
に

平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）
年
は
、
明
治
改
元
よ
り
百
五
十
年
に
あ
た
る
年
で
あ
っ
た
。
政
府
や
自
治
体
主
導
の
「
明
治
維
新
百
五
十
年
記
念
」
事
業
や
「
朝
敵
」
と

し
て
不
名
誉
な
歴
史
的
評
価
を
被
っ
た
奥
羽
越
列
藩
同
盟
の
地
域
で
の
「
戊
辰
百
五
十
年
」
事
業
な
ど
、
本
来
の
国
家
意
識
ま
た
は
認
識
を
見
直
す
と
い
う
よ
り
も
、

関
係
自
治
体
の
観
光
事
業
へ
の
熱
心
な
取
組
み
が
記
憶
に
残
る
年
で
あ
っ
た
。

歴
史
学
の
分
野
で
は
様
ざ
ま
な
学
会
が
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
や
出
版
事
業
に
総
力
を
費
や
し
、
そ
の

成
果
は
雑
誌
や
新
聞
を
通
じ
て
社
会
に
還
元
さ
れ
た）

1
（

。
そ
の
一
方
で
明
治
維
新
百
五
十
年
関
連
出
版

は
、
あ
る
意
味
で
国
際
的
国
内
的
状
況
を
反
映
し
て
か
「
陰
謀
史
観
」
と
も
受
け
取
ら
れ
る
書
籍
が

次
つ
ぎ
と
上
梓
さ
れ
る
状
況
が
つ
づ
い
て
い
る
。
そ
れ
は
動
画
の
普
及
と
も
結
び
つ
き
歴
史
学
会
の

活
動
以
上
の
発
信
力
を
有
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

筆
者
は
、
近
世
領
主
に
よ
る
封
建
支
配
か
ら
御
一
新
の
時
代
へ
と
移
行
す
る
間
隙
の
混
乱
の
さ
な

か
、
そ
の
立
場
に
お
い
て
人
び
と
の
思
惑
や
行
動
は
様
ざ
ま
で
あ
り
、
叡
智
と
奸
智
、
前
進
と
後
退

が
目
ま
ぐ
る
し
く
展
開
す
る
時
代
だ
と
考
え
、
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
き
た
福
島
県
会
津
地
方
で
研
究

を
進
め
て
き
た）

2
（

。
会
津
地
方
は
、
最
大
の
「
朝
敵
」
と
さ
れ
た
会
津
藩
が
か
つ
て
支
配
し
、
現
在
、

「
戊
辰
百
五
十
年
」
事
業
に
最
も
力
を
入
れ
た
福
島
県
が
管
轄
す
る
地
域
で
も
あ
る
。

会
津
地
方
の
幕
末
維
新
史
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ス
タ
ン
ス
に
対
す
る
「
怨
念
史
学
」
や
「
観
光
史

学
」
と
い
う
批
判
が
存
在
す
る）

3
（

。
筆
者
は
、
そ
の
評
価
の
す
べ
て
に
反
駁
す
る
意
図
や
能
力
は
持
た

な
い
も
の
の
、
そ
の
目
線
の
高
さ
に
は
若
干
の
違
和
感
を
持
つ
。
徹
底
的
に
地
域
に
内
在
し
た
研
究

を
進
め
る
こ
と
で
、
筆
者
の
違
和
感
が
正
し
い
も
の
だ
っ
た
の
か
ど
う
か
を
検
討
し
た
い
。

本
稿
で
は
、
幕
末
維
新
期
の
会
津
の
歴
史
の
歴
史
の
中
で
、「
暗
部
」
と
さ
れ
、
語
ら
れ
る
こ
と

が
少
な
か
っ
た「
贋
金
造
り
」問
題）

4
（

に
焦
点
を
あ
て
、
過
度
に
美
化
さ
れ
る
会
津
の
悲
劇
で
は
な
い
、

地
域
に
密
着
し
た
歴
史
に
つ
い
て
叙
述
す
る
も
の
で
あ
る
。

【写真】会津の「二分判金」（裏表）

兵庫県尼崎市・野澤九八郎家所蔵。今城友寿氏撮影。
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こ
の
分
野
に
お
い
て
は
、
牧
野
登
氏）

5
（

と
川
口
芳
昭
氏）

6
（

の
研
究
が
存
在
す
る
。
本
稿
で
は
。
牧
野
・
川
口
両
氏
の
研
究
と
「
維
新
百
五
十
年
」
新
聞
掲
載
を
通
じ
て
、

こ
の
問
題
を
検
討
さ
れ
た
論
稿
、
何
よ
り
も
会
津
地
方
で
発
刊
さ
れ
た
自
治
体
史
の
成
果
を
活
用
し
、
こ
の
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
を
課
題
と
す
る
。

第
一
章　

元
禄
期
の
贋
金
贋
札
問
題

１　

元
禄
四
年
正
月　

古
銭
掘
出
し
一
件
の
決
着

ま
ず
初
め
に
地
域
の
人
び
と
が
貨
幣
や
紙
幣
に
つ
い
て
、
い
か
な
る
感
覚
を
持
っ
て
い
た
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
向
か
い
合
っ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
、
偶
然
に

掘
出
さ
れ
た
古
銭
〈
永
楽
通
宝
〉
へ
の
諸
対
応
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

一
、
野
沢
本
町
村
百
姓
市
十
郎
譜
代
下
人
市
蔵
ト
申
者
年
十
八
ニ
相
成
節
九
年
亥
〈
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
年
〉
四
月
十
二
日
主
人
田
方
古
町
ト
申
様
ニ
御
座

候
由
田
方
打
ニ
参
リ
ナ
ヒ
申
候
様
ニ
銭
少
シ
掘
出
シ
候
二
付
段
々
掘
候
得
ハ
三
尺
程
度
迄
ニ
古
銭
六
貫
五
百
文
余
掘
出
シ
、
銭
底
ニ
カ
タ
マ
リ
居
候
マ
ゲ
物
様
成

ル
箸
物
ニ
入
置
候
躰
ニ
見
候
得
共
其
形
計
ニ
御
座
候
□
□
□
古
銭
永
楽
銭
計
ニ
而
新
銭
ハ
壱
銭
モ
無
御
座
候
。
右
掘
出
候
次
第
御
届
申
上
候
得
ハ
御
吟
味
所
ニ
差

出
様
被
仰
付
、
右
古
銭
之
内
欠
不
申
銭
三
貫
五
百
文
差
上
候
同
年
五
月
始
ニ
主
人
市
十
郎
被
召
出
右
三
貫
五
百
文
之
内
ヨ
リ
、
タ
シ
カ
成
ル
古
銭
拾
八
文
新
銭
ニ

而
御
返
シ
成
サ
レ
其
節
之
御
代
官
高
橋
又
左
衛
門
殿
申
サ
レ
候
ニ
ハ
田
主
市
十
郎
ニ
候
得
共
数
年
田
ヲ
打
候
得
共
見
付
不
申
所
碑
此
度
下
男
市
蔵
掘
出
候
間
市
蔵

ニ
取
セ
ル
様
ニ
ト
抑
ツ
ケ
ラ
レ
候
。
依
テ
三
貫
五
百
文
余
市
蔵
ニ
取
ラ
セ
候

未
〈
元
禄
四
（
一
六
九
一
）
年
〉
正
月
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
沢
郷
頭　

文
五
郎）

7
（

天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
五
月
十
六
日
、
会
津
藩
野
沢
組
野
沢
本
町
村
〈
石
田
〉
市
十
郎
〈
友
治
〉
の
譜
代
市
蔵
十
八
歳
が
、
宿
場
町
と
し
て
野
沢
原
町
村
側
に
移

設
し
た
の
ち
に
空
地
と
な
っ
た
古
町
の
田
圃
を
耕
作
中
に
古
銭
六
貫
五
百
文
を
掘
出
し
、
市
十
郎
が
腐
朽
し
て
い
な
い
三
貫
五
百
文
を
、
野
沢
内
郷
組
郷
頭〈
五
十
嵐
〉

文
五
郎
〈
俊
政
〉
に
吟
味
し
て
届
け
、
さ
ら
に
野
沢
代
官
・
高
橋
又
左
衛
門
に
届
け
て
、
八
年
後
の
元
禄
四
（
一
六
九
一
）
年
正
月
十
五
日
に
市
十
郎
へ
三
貫
五
百
文

を
与
え
た
こ
と
が
新
た
に
野
沢
代
官
と
な
っ
た
武
井
清
兵
衛
に
報
告
さ
れ
た
。天
和
三
年
は
、
五
十
嵐
文
五
郎
が
慶
徳
組
郷
頭
か
ら
初
代
会
津
藩
主
・
保
科
正
之
に
よ
っ

て
野
沢
内
郷
組
郷
頭
に
抜
擢
さ
れ
た
同
じ
年
に
あ
た
る
。
五
十
嵐
文
五
郎
の
慎
重
で
丁
寧
な
対
応
が
想
像
さ
れ
る
。
ま
た
市
十
郎
も
二
代
前
の
豊
臣
方
大
坂
降
人
・
石

二
九
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田
與
一
左
衛
門
重
友
が
野
沢
郷
に
移
り
住
ん
だ
子
孫
だ
と
さ
れ
、
不
審
を
招
く
石
田
姓
を
石
川
姓
に
改
姓
し
て
い
る
。
八
年
も
要
し
た
古
銭
掘
出
し
一
件
は
、
五
十
嵐
・

石
川
両
家
の
信
頼
獲
得
に
十
分
に
機
能
す
る
。

２　

元
禄
十
四
年
三
月　

贋
札
取
締
り
の
触
れ

つ
づ
い
て
は
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
三
月
二
十
三
日
に
発
布
さ
れ
た
贋
札
取
締
り
で
あ
る
。
こ
の
触
れ
は
全
文
七
ヶ
条
に
わ
た
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ

で
は
抜
粋
し
た
形
で
掲
げ
て
み
よ
う
。

一
、
野
沢
市
上
に
て
怪
敷
札
持
参
候
者
こ
れ
有
り
に
候
に
付
き
、
紙
売
り
払
ず
候
由
。
自
今
以
後
左
様
の
怪
敷
札
持
参
候
者
へ
通
じ
捕
え
申
出
で
、
其
の
筋
に
於

い
て
吟
味
仕
る
可
く
候
。
其
趣
御
家
中
な
ら
び
に
御
奉
公
人
、
町
・
郷
村
へ
残
ら
ず
こ
れ
を
触
れ
相
守
り
候
様
。
附
、
似
せ
札
つ
か
い
候
者
召
捕
之
候
か
又
は
其

の
支
配
へ
内
通
致
し
、
召
捕
ら
せ
候
者
者
に
は
御
褒
美
御
吟
味
の
上
、
下
さ
る
べ
く
候
。

一
、
且
つ
又
、
野
沢
郷
頭
〈
長
谷
川
久
七
〉
元
へ
怪
敷
札
一
枚
受
取
置
き
候
由
、
こ
れ
ま
た
吟
味
成
さ
ざ
る
義
に
は
何
程
取
込
の
節
に
て
も
、
一
村
々
の
肝
煎
念

入
に
改
め
、
納
め
候
様
仕
り
、
郷
頭
方
へ
取
集
め
納
め
候
節
は
郷
頭
入
念
に
改
め
納
め
候
様
に
仕
り
候
は
ゞ
、
紛
れ
こ
れ
有
り
間
敷
義
に
候
。
不
気
味
に
て
似
札

納
め
候
は
ゞ
其
の
者
の
損
失
納
め
候
者
知
れ
ず
候
は
ゞ
其
の
村
の
肝
煎
損
失
。
郷
頭
方
に
て
取
納
め
候
由
に
こ
れ
有
り
、
何
方
よ
り
来
候
も
知
れ
ず
候
は
ゞ
郷
頭

損
失）

8
（

。

元
禄
十
四
年
に
な
る
と
、
野
沢
原
町
宿
の
発
展
と
馬
次
役
の
野
沢
本
町
村
に
お
け
る
宿
駅
化
の
流
れ
の
な
か
で
、「
怪
敷
札
」
す
な
わ
ち
贋
札
の
使
用
が
顕
著
に
な
っ

て
き
た
。
使
用
者
の
捕
縛
と
懸
賞
金
の
呈
し
、
何
よ
り
も
信
頼
さ
れ
る
紙
幣
流
通
が
地
域
の
利
益
に
か
な
う
こ
と
を
力
説
し
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
地
方
は
、
出
ケ
原
紙
（
大
障
子
・
小
障
子
・
目
録
／
利
田
・
出
ケ
原
・
牧
・
堀
越
・
芹
沼
・
上
野
尻
各
村
、
中
判
／
本
名
・
縄
沢
・
程
窪
・
泥
浮
山
・

長
桜
・
牛
尾
・
中
野
各
村
）、
夏
井
紙
（
小
鼻
紙
／
夏
井
・
塩
坪
両
村
）
の
産
地
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
紙
は
藩
主
御
用
の
紙
、
役
所
用
の
紙
の
製
造
、
家
中
用

の
紙
、
会
津
産
の
杉
原
紙
と
し
て
生
産
さ
れ
て
い
る）

9
（

。
ま
た
有
力
な
紙
問
屋
と
し
て
、
野
沢
原
町
村
の
肥
野
屋
〈
清
野
〉
彦
次
郎
、
野
沢
本
町
村
の
地
紙
屋
〈
鈴
木
〉

弥
七
他
が
お
り
、
版
木
技
術
や
印
刷
技
術
の
高
度
化
に
よ
り
、
贋
札
の
取
締
り
は
、
い
た
ち
ご
っ
こ
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
わ
ず
か
十
年
で

貨
幣
や
紙
幣
に
対
す
る
モ
ラ
ル
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
っ
た
と
い
え
よ
う
。

三
〇
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第
二
章　

会
津
藩
の
貨
幣
政
策

１　

幕
末
会
津
藩
の
鋳
銭
に
関
す
る
記
録

こ
の
章
で
は
会
津
藩
（
領
国
・
江
戸
屋
敷
・
預
か
り
地
）
に
お
け
る
貨
幣
鋳
造
の
記
録
を
知
り
え
る
だ
け
掲
げ
て
み
よ
う
。

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）　

会
津
藩
、
鋳
銭
の
計
画
を
た
て
試
銭
す
る
（
唐
銅
四
文
銭
、
唐
銅
当
百
文
銭
、
銀
含
白
銅
当
二
百
銭
）。

慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）　

会
津
藩
、
寛
永
通
宝
鉄
四
文
銭
を
鋳
造
し
た
。
こ
の
こ
ろ
会
津
・
江
戸
深
川
下
屋
敷
で
天
保
通
宝
当
百
文
銭
を
密
造
す
る
。

慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）　

会
津
藩
、
銀
判
を
試
鋳
し
た
（
一
両
通
、
二
分
、
一
分
）。

慶
応
四
年
三
月　
「
金
座
、
銀
座
、
銭
座
相
始
リ
、
若
松
ニ
テ
御
吹
立
ニ
相
成
リ
候
噂
ニ
候
。
但
シ
西
御
丸
御
蝋
蔵
ニ
候
」。

同
年
五
月　
「
古
金
銀
御
入
用
之
レ
有
リ
候
間
、
左
ノ
割
合
以
テ
両
替
取
リ
計
ラ
イ
申
シ
候
間
、
大
町
一
ノ
町
壷
屋
権
右
衛
門
ト
申
ス
者
方
ヘ
差
出
シ
両
替
致
シ
候

様
御
指
図
ニ
候
間
、
在
方
一
統
ヘ
御
役
場
ヨ
リ
御
触
渡
シ
下
サ
レ
タ
ク
、
御
通
達
申
シ
上
ゲ
候
」。　

以
上）

10
（

　

五
月
二
十
九
日　

西
御
丸　

金
銀
役
場

一　

草
文
小
判　
　
　

一
枚　

四
両
一
分

一　

同　
　

一
分　
　

一
枚　

一
両
弐
朱

一　

真
文　

二
分　
　

一
枚　

弐
両
弐
朱

一　

草
文　

二
分　
　

一
枚　

弐
両
一
朱

　

右
仮
値
段

一　

天
保
弐
朱
金　
　

百
両
ニ
付
二
百
四
十
両

一　

安
政
二
分　
　
　

百
両
ニ
付
百
五
十
両

一　

古
一
分
銀　
　
　

一
分
ニ
三
百
文

　
　

〆）
11
（

資
料
中
に
あ
る
「
草
文
」
と
は
文
政
年
間
改
鋳
の
貨
幣
、「
真
文
」
と
は
元
文
年
間
改
彫
の
貨
幣
の
こ
と
で
あ
る
。
幕
府
の
発
行
し
た
金
銀
貨
幣
と
形
は
同
じ
で
も

三
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質
の
悪
い
も
の
に
改
鋳
し
、
そ
の
素
材
と
し
て
現
在
通
用
し
て
い
る
各
自
の
所
持
す
る
小
判
や
一
分
金
、
二
分
金
、
あ
る
い
は
一
分
銀
等
を
買
い
上
げ
る
と
し
た
も
の

で
、
引
き
換
え
金
額
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
よ
う
に
鋳
造
さ
れ
た
会
津
の
貨
幣
は
以
下
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
た）

12
（

。

〔
会
津
銭
〕
会
津
藩
が
造
っ
た
貨
幣
。
慶
応
二
年（
一
八
六
六
）に
会
津
藩
江
戸
下
屋
敷
で
寛
永
通
宝
を
造
っ
た
。
種
銭
職
人
・
田
中
岩
市
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
背（
裏

面
）
に
「
ノ
」
の
文
字
の
あ
る
の
が
会
津
銭
で
、
天
保
通
宝
（
会
津
天
保
）
の
密
鋳
も
行
わ
れ
た
と
い
う
。
他
に
、
唐
銅
四
文
銭
、
唐
銅
百
文
銭
、
銀
含
白
銅
二
百
文

銭
の
鋳
銀
計
画
が
立
て
ら
れ
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
に
籬
台
輔
が
会
津
藩
に
鋳
銭
仕
法
書
を
提
出
し
て
い
る
。

〔
御
城
判
〕
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
会
津
で
は
二
分
金
、
二
朱
金
、
一
分
銀
、
一
朱
銀
の
贋
造
鋳
貨
が
大
量
に
出
回
っ
た
。
こ
の
な
か
で
若
松
城
内
で
造
っ
た
と
思

わ
れ
る
も
の
を
お
城
判
と
い
う
。
製
作
は
城
郭
内
か
城
下
か
判
断
で
き
な
い
。
銅
や
真
鍮
に
金
メ
ッ
キ
し
た
二
分
金
と
、
劣
位
の
銀
の
も
の
や
銀
を
含
ま
な
い
一
分
銀

が
多
く
見
ら
れ
た
。

〔
若
松
銀
判
〕
表
面
に
若
松
の
図
が
あ
り
会
津
銀
判
と
も
呼
ば
れ
る
。
会
津
の
彫
金
師
・
加
藤
宗
周
が
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
に
製
作
、
一
分
、
二
分
、
一
両
通

の
三
種
が
あ
る
。
こ
れ
に
関
す
る
記
録
が
な
い
た
め
に
、
製
造
動
機
は
賞
賜
用
と
か
彫
金
師
の
玩
弄
説
な
ど
様
ざ
ま
だ
が
、
銀
判
の
精
巧
さ
、
存
在
数
量
か
ら
み
て
、

通
用
の
た
め
の
試
作
品
と
推
定
さ
れ
る
。

ま
た
紙
幣
に
つ
い
て
も
会
津
藩
藩
札
が
あ
り
、
播
州
加
東
郡
通
用
で
裏
面
に
「
会
津
」
と
あ
っ
て
幕
末
製
と
推
定
さ
れ
る
。
会
津
銀
板
の
二
分
銀
は
幕
府
鋳
造
分
が

な
か
っ
た
た
め
、
広
く
定
位
貨
幣
と
し
て
流
通
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

２　

会
津
戦
争
に
よ
る
悪
貨
乱
造

会
津
藩
の
悪
貨
鋳
造
の
事
情
に
つ
い
て
、
最
も
有
名
な
資
料
は
以
下
の
も
の
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
研
究
の
出
発
点
に
さ
れ
て
い
る
。

「
我
が
藩
（
会
津
藩
…
引
用
者
）
は
六
年
間
京
都
の
守
護
に
国
力
を
消
耗
し
財
政
の
窮
乏
甚
だ
し
き
を
以
て
、
愈
々
西
軍
来
り
迫
り
之
と
対
抗
す
る
に
当
り
其
の
軍

費
を
支
弁
す
る
為
め
新
に
財
源
を
看
出
さ
ゞ
る
べ
か
ら
ざ
る
の
必
要
に
迫
れ
り
、
是
よ
り
先
き
我
が
藩
京
都
守
護
の
際
藩
費
の
不
足
補
充
の
用
に
供
せ
ん
が
為
め
金
銀

貨
鋳
造
の
特
許
を
幕
府
に
請
願
し
閣
老
の
允
下
証
を
下
付
せ
ら
れ
た
る
も
未
だ
実
行
に
至
ら
ざ
り
き
、
是
に
於
て
若
年
寄
山
川
大
蔵　

後
家
老　

は
此
の
特
許
に
基
き

通
貨
を
鋳
造
せ
ん
こ
と
を
藩
に
建
議
し
て
容
れ
ら
れ
、
奉
行
海
老
名
郡
治　

後
家
老　

と
共
に
之
を
担
任
し
、
先
づ
公
命
を
以
て
藩
士
を
し
て
任
意
に
金
銀
装
飾
品
を

納
め
し
め
た
る
が
、
到
底
其
の
原
料
に
充
つ
る
に
足
ら
ざ
れ
ば
更
に
庶
民
又
は
領
地
外
よ
り
金
銀
を
買
収
し
て
其
の
原
料
に
供
せ
り
、
元
来
通
貨
の
鋳
造
は
金
山
奉
行

の
職
掌
に
属
す
れ
ど
も
、
当
時
若
松
市
中
金
工
に
し
て
此
の
事
を
伝
聞
し
其
の
鋳
造
を
出
願
し
た
る
者
あ
り
、
因
つ
て
其
の
中
よ
り
選
抜
し
て
特
に
之
を
許
可
し
、
城
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中
西
出
丸
に
鋳
造
所
を
設
け
該
金
工
等
を
し
て
二
分
金
及
び
其
の
他
を
鋳
造
せ
し
め
、
其
の
鋳
造
高
の
二
分
の
一
を
上
納
せ
し
め
た
る
が
、
上
納
額
六
十
万
両
に
達
し

大
い
に
守
城
前
後
の
金
融
を
円
滑
な
ら
し
む
る
こ
と
を
得
た
り
、
開
城
後
通
貨
偽
造
の
罪
を
以
て
政
府
よ
り
処
罰
せ
ら
れ
た
る
者
あ
り
と
雖
も
、
此
等
は
城
中
鋳
造
以

外
の
犯
徒
に
し
て
、
城
中
に
於
て
鋳
造
に
従
事
せ
し
者
は
幕
府
の
特
許
に
基
き
た
る
も
の
な
れ
ば
固
よ
り
法
に
問
は
る
こ
と
な
か
り
し
な
り
。
海
老
名
郡
治
談　

櫻
山

集）
13
（

」。何
よ
り
も
貨
幣
鋳
造
の
正
当
性
が
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
会
津
藩
が
存
続
し
て
い
た
期
間
で
あ
れ
ば
不
問
に
付
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
幕
末
の
会
津

藩
は
京
都
守
護
職
な
ど
で
出
費
が
嵩
み
、
藩
財
政
が
窮
乏
す
る
。
幕
府
か
ら
の
支
給
は
守
ら
れ
ず
出
費
が
嵩
み
、
そ
の
一
方
で
蝦
夷
地
警
護
・
三
浦
半
島
警
護
な
ど
の

任
務
が
重
な
る
。
そ
こ
で
、
悪
貨
造
り
が
幕
府
の
許
し
を
得
た
と
し
て
始
ま
る
の
で
あ
る
。

前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
〜
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）・
慶
応
四
・
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
に
か
け
て
会
津
藩
で
は
江
戸
深
川
下
屋
敷
・

若
松
城
内
西
御
丸
蝋
蔵
に
鋳
造
所
を
設
け
密
造
を
行
い
、
百
二
十
万
両
を
鋳
造
し
。
半
分
と
さ
れ
た
上
納
額
は
六
十
万
両
に
達
し
藩
財
政
の
窮
迫
を
カ
ン
フ
ル
剤
的
に

役
だ
っ
た
の
で
あ
る）

14
（

。

３　

上
野
尻
埋
蔵
金
伝
説

戊
辰
戦
争
が
は
じ
ま
っ
た
こ
ろ
、
肝
煎
石
本
太
十
郎
他
の
上
野
尻
村
の
村
方
役
人
に
若
松
か
ら
大
変
な
も
の
が
運
び
込
ま
れ
る
ら
し
い
と
い
う
噂
が
流
れ
た
。
会
津

戦
争
が
勃
発
す
る
と
、
山
川
大
蔵
（
の
ち
に
山
川
浩
と
改
名
）
は
鶴
ヶ
城
内
で
鋳
造
さ
れ
た
金
貨
他
を
運
び
出
し
て
新
潟
湊
で
鉄
砲
の
調
達
と
他
藩
へ
の
協
力
依
頼
に

充
て
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
米
沢
街
道
塩
川
宿
に
設
置
さ
れ
た
塩
川
川
湊
か
ら
阿
賀
川
を
下
り
上
野
尻
村
の
中
島
（
川
湊
）
か
ら
越
後
街
道
へ
の
陸
送
へ
切
り
替
え
よ

う
と
し
た
と
こ
ろ
、
西
軍
（
官
軍
）
が
迫
っ
て
き
た
と
い
う
情
報
が
入
り
、
同
村
の
諏
訪
神
社
の
床
下
に
埋
め
、
さ
ら
に
近
く
の
西
光
寺
の
墓
地
裏
の
山
中
に
埋
め
直

し
た
と
い
わ
れ
る）

15
（

。
こ
の
金
貨
は
、
戊
辰
戦
争
が
終
了
し
て
か
ら
全
て
新
潟
湊
か
ら
久
保
田
（
秋
田
）
湊
に
運
ば
れ
、
そ
の
後
、
病
院
の
建
設
や
薬
の
購
入
な
ど
に
役

立
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る）

16
（

。

ま
た
他
の
資
料
で
は
、
鋳
造
さ
れ
た
貨
幣
は
鶴
ヶ
城
の
開
城
の
際
、
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
よ
り
、
八
月
二
十
六
日
に
は
、
家
老
西
郷
頼
母
が
前
藩
主
松
平
容
保
か

ら
の
密
命
を
受
け
て
運
び
出
し
、
二
十
七
日
に
白
虎
隊
士
中
二
番
隊
長
日
向
内
記
の
関
係
者
が
、
越
後
街
道
高
久
宿
か
ら
舟
で
上
野
尻
村
へ
運
ん
で
埋
め
た
と
さ
れ

る）
17
（

。
こ
の
埋
蔵
金
に
つ
い
て
は
、
坂
田
佑
氏
の
回
顧
に
、
明
治
時
代
に
貨
幣
を
新
潟
湊
か
ら
秋
田
湊
に
運
び
、
青
森
県
の
斗
南
藩
へ
持
っ
て
い
っ
た
と
聞
い
た
と
さ
れ

て
い
る）

18
（

。
い
ず
れ
に
せ
よ
関
係
者
と
な
っ
た
石
本
太
十
郎
は
、
の
ち
に
述
べ
る
よ
う
野
沢
徒
刑
屯
所
（
囲
場
）
に
収
監
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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第
三
章　

会
津
戦
争
終
結
後
の
貨
幣
制
度
改
革

１　

在
地
へ
の
貨
幣
及
び
紙
幣
改
革
布
告

会
津
戦
争
が
終
結
す
る
と
新
政
府
は
、
末
端
役
所
で
あ
る
野
沢
民
政
局
よ
り
上
野
尻
・
下
野
尻
・
徳
沢
各
村
宛
に
皇
国
一
円
金
札
通
用
の
布
告）

19
（

を
発
し
、
つ
づ
い
て

明
治
二
年
二
月
十
六
日
に
同
じ
く
野
沢
民
政
局
か
ら
正
金
と
金
札
の
対
価
に
関
す
る
通
達
が
出
さ
れ
る）

20
（

。

　

覚
一　

正
金
百
両
ニ
付　

金
札
百
廿
五
両
替

一　

同　

壱
両
ニ
付　

同　

壱
両
壱
分
替

一　

同　

壱
分
壱
朱　

同　

壱
分
壱
朱
〈
マ
マ
〉

一　

同　

壱
朱
ニ
付　

同　

壱
朱
ト
銀
九
分
四
厘

一　

金
札
百
両
ニ
付　

正
金
八
拾
両
替

一　

壱
両
ニ
付　

同　

三
分
銀
三
替

一　

壱
分
ニ
付　

同　

三
朱
銀
七
分
五
厘

一　

壱
朱
ニ
付　

銀
三
匁
替

一　

銭
割
拾
貫
文）

21
（

こ
こ
に
登
場
し
た
金
札
と
は
、
ま
ず
は
太
政
官
札
で
あ
り
、
明
治
政
府
に
よ
っ
て
慶
応
四
年
五
月
か
ら
明
治
二
年
五
月
ま
で
発
行
さ
れ
た
政
府
紙
幣
（
不
換
紙
幣
）

で
あ
る
。
次
に
民
部
省
札
は
、
明
治
二
年
十
一
か
ら
翌
年
に
か
け
て
明
治
政
府
の
民
部
省
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
政
府
紙
幣
（
不
換
紙
幣
）
で
あ
り
、
太
政
官
に
よ
っ

て
発
行
さ
れ
た
太
政
官
札
の
補
完
の
役
割
を
果
た
し
た
。
し
か
し
、
す
ぐ
さ
ま
太
政
官
札
の
贋
札
が
密
造
さ
れ
る
有
様
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
新
政
府
の
財
政
を
根
底
か

ら
揺
さ
ぶ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
厳
し
い
取
締
が
行
わ
れ
る
。
そ
こ
で
若
松
県
が
布
達
し
た
贋
金
に
関
す
る
布
令
が
出
さ
れ
る
。

　

金
札
通
用
触
達
書

贋
金
取
扱
エ
兼
テ
厳
シ
ク
仰
セ
出
サ
レ
候
処
。
一
ト
方
難
渋
今
日
ノ
勢
ニ
指
シ
迫
リ
嘆
カ
ワ
敷
キ
次
第
ニ
付
テ
ハ
、
是
迄
所
持
ノ
贋
金
一
村
ヲ
限
リ
、
惣
員
数
取

リ
糺
シ
、
来
ル
九
月
晦
日
迄
相
違
無
ク
届
出
ル
ベ
キ
旨
申
シ
付
ケ
候
条
、
其
ノ
組
下
村
々
小
前
迄
洩
レ
無
ク
触
レ
達
ス
ベ
キ
者
也
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巳
八
月　
　
　
　
　
　
　
　

若
松
県
㊞

小
田
付
組
郷
頭
へ

御
布
告
書
写

悪
金
ノ
儀
ハ
兼
テ
御
布
告
ノ
通
リ
、
府
藩
県
ニ
テ
取
調
ベ
十
月
中
申
出
ル
ベ
ク
筈
ノ
処
、
此
ノ
度
引
替
エ
ノ
道
立
タ
テ
サ
セ
ラ
レ
、
銀
台
ノ
分
ハ
格
別
ノ
訳
ヲ
以

テ
、
百
両
ニ
付
先
金
札
三
十
両
御
引
替
エ
成
シ
下
サ
レ
、
追
テ
総
員
数
銘
々
持
分
等
巨
細
御
数
調
ベ
ノ
上
、
猶
御
詮
議
ノ
品
モ
之
レ
有
ル
ベ
ク
候
条
、
御
趣
意
ノ

程
厚
ク
相
心
得
申
ス
ベ
ク
候
、
自
然
蓄
置
キ
又
ハ
姦
曲
ノ
所
業
致
シ
候
者
之
レ
有
ル
ニ
於
テ
ハ
、
当
人
ハ
勿
論
、
地
方
官
ノ
落
度
タ
ル
ベ
ク
候
条
、
其
ノ
意
ヲ
得

早
々
取
調
ベ
、
別
紙
最
寄
分
ノ
通
大
蔵
省
並
ニ
京
都
大
坂
同
省
出
張
所
エ
申
シ
出
ル
ベ
ク
候
事
、

　

但　

代
リ
金
札
凡
ソ
ノ
見
込
ヲ
以
テ
府
藩
県
御
渡
シ
相
成
ル
ベ
ク
、
尤
モ
引
替
エ
ノ
儀
当
年
限
リ
ニ
候
条
、
受
取
リ
ノ
者
早
々
差
出
ス
ベ
キ
事
、

　

巳
十
月　
　
　
　
　
　
　

太
政
官

性
合
宜
シ
カ
ラ
ザ
ル
金
子
所
持
ノ
面
々
、
十
月
限
リ
取
調
書
出
シ
候
様
、
先
般
申
達
シ
置
キ
候
処
、
此
ノ
度
御
引
替
エ
ノ
道
立
テ
セ
ラ
レ
、
別
紙
ノ
通
御
布
告
相

成
リ
候
ニ
付
テ
ハ
有
リ
難
キ
御
趣
意
ヲ
弁
エ
、
戸
前
末
々
迄
持
高
明
細
取
調
ベ
、
来
ル
三
十
日
迄
差
出
ス
ベ
シ
、
万
一
心
得
違
エ
ノ
者
之
ア
リ
、
取
調
ベ
落
チ
等

ヲ
唱
エ
、
後
日
申
入
レ
候
事
ニ
テ
ハ
、
聞
届
ケ
難
ク
以
テ
ノ
外
ノ
事
ニ
候
、
御
布
告
ノ
趣
深
ク
感
戴
奉
リ
、
戸
前
末
々
迄
洩
レ
ナ
ク
申
シ
聞
カ
セ
、
早
々
取
調
ベ

日
限
遅
滞
ナ
ク
差
出
ス
ベ
キ
者
也
、

巳
十
一
月　
　
　
　
　
　

若
松
県
㊞

小
田
付
組
郷
頭
江）

22
（

こ
の
よ
う
に
贋
金
で
賑
わ
う
地
域
に
つ
い
て
苦
々
し
く
思
う
新
政
府
は
、
罰
則
の
基
準
を
強
め
て
い
く
の
で
あ
る
。

厳
し
い
贋
札
取
締
り
が
つ
づ
く
な
か
、
こ
の
時
期
に
上
野
尻
村
肝
煎
・
石
本
太
十
郎
は
埋
蔵
金
隠
匿
を
問
題
視
さ
れ
、
岩
原
伴
九
郎
が
御
囲
方
を
務
め
る
野
沢
徒
刑

屯
所
に
閉
居
さ
せ
ら
れ
て
い
る）

23
（

。
ま
た
野
沢
原
町
村
で
も
入
牢
者
に
関
す
る
資
料
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
ち
ら
の
方
は
、
の
ち
に
述
べ
る
贋
金
づ
く
り
に
関
わ
る
収
監
だ

と
考
え
ら
れ
る）

24
（

。
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記

一　

永
九
百
六
拾
文　

野
沢
〈
原
町
〉
村　
〈
鈴
木
〉
三
郎
右
衛
門

一　

金
壱
分

　
　

永
七
拾
文　
　
　

野
沢
〈
原
町
〉
村　
〈
斎
藤
〉
兵
太
郎

右
弐
人
共
病
中
薬
代
五
十
日
之
内
は
其
村
方
賄
ニ
被
仰
付
候
ニ
付
取
立
、
手
元
ヘ
可
被
廻
旨
津
川
庁
取
次
所
よ
り
申
来
候
間
、
早
々
取
立
可
被
相
納
候
事

閏
十
月
十
六
日　
　
　
　

大
肝
煎
元

斎
藤
兵
治
〈
次
〉
殿

丹
藤
利
八
郎
殿

し
か
し
収
監
さ
れ
た
人
物
は
、
野
沢
宿
商
人
組
頭
の
鈴
木
三
郎
衛
門
と
野
沢
原
町
村
北
分
肝
煎
・
斎
藤
兵
次
の
分
家
・
斎
藤
兵
太
郎
で
あ
り
、
村
内
上
層
の
者
た
ち

で
あ
る
。
彼
ら
が
実
際
に
贋
金
造
り
に
手
を
染
め
て
い
た
の
か
否
か
に
つ
い
て
は
判
断
の
し
よ
う
が
な
い
。

つ
づ
く
明
治
四
年
十
二
月
に
太
政
官
か
ら
新
貨
と
旧
貨
の
交
換
比
率
及
び
新
紙
幣
の
発
行
の
布
告
が
以
下
の
よ
う
に
な
さ
れ
る
。

新
貨
并
金
札
之
比
較

新
貨　

壱
円　
　
　
　

金
札
壱
両
ニ
当
ル

新
貨　

五
十
銭　
　
　

金
札
弐
分
ニ
当
ル

新
貨　

弐
十
五
銭　
　

金
札
壱
分
ニ
当
ル

新
貨　

弐
銭
五　
　
　

金
札
二
朱
ニ
当
ル

新
貨　

六
銭
弐
厘
五　

金
札
一
朱
ニ
当
ル

　

旧
銅
貨
品

天
保
通
宝　

八
厘
銭
と
し
百
二
十
五
枚
で
一
円
と
し
、
六
十
二
枚
と
二
厘
銭
二
枚
で
五
十
銭
と
す
る
。

寛
永
通
宝
青
波
銭　

二
厘
銭
と
し
五
百
枚
で
一
円
と
し
、
二
百
五
十
枚
で
五
十
銭
と
す
る
。

文
久
永
宝
波
銭　

六
百
六
拾
七
枚
で
一
円
と
し
、
三
百
三
十
四
枚
で
五
十
銭
と
す
る
。

寛
永
通
宝
耳
白
銭
そ
の
他　

千
枚
で
一
円
と
し
、
五
百
枚
で
五
十
銭
と
す
る）

25
（

。
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す
な
わ
ち
新
貨
条
例
は
、
日
本
の
貨
幣
単
位
と
し
て
圓
（
円
）・
銭
・
厘
を
正
式
採
用
し
た
も

の
で
あ
る
。

翌
五
年
一
月
に
は
太
政
官
并
民
部
省
発
行
の
金
札
が
粗
製
品
で
あ
る
こ
と
よ
り
、
前
年
十
二
月

廿
七
日
の
布
告
に
あ
っ
た
新
紙
幣
発
行
が
太
政
官
よ
り
若
松
県
庁
や
若
松
郷
会
所
に
伝
え
ら
れ
、

当
番
大
年
寄
や
大
肝
煎
に
伝
達
さ
れ
る）

26
（

。
す
な
わ
ち
、
こ
の
金
札
が
明
治
通
宝
の
発
行
で
あ
り
、

雑
多
な
旧
紙
幣
の
回
収
も
進
め
ら
れ
た
。
同
年
、
紙
幣
寮
の
頭
に
渋
沢
栄
一
が
就
任
し
、
太
政
官

正
院
印
書
局
が
創
設
さ
れ
た
。
別
名
と
し
て
ゲ
ル
マ
ン
札
と
呼
ば
れ
た
紙
幣
で
あ
る
。

２　

悪
貨
か
ら
贋
金
の
鋳
造

明
治
二
年
六
月
に
岩
代
国
巡
察
使
四
條
隆
平
に
付
属
す
る
判
事
と
し
て
若
松
に
着
任
し
た
旧
館

林
藩
士
で
あ
る
岡
谷
繁
実
は
着
任
す
る
と
す
ぐ
に
城
下
の
報
告
を
行
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
名

伏
す
べ
か
ら
ざ
る
話
で
、
第
一
に
本
当
の
金
と
云
う
も
の
は
一
つ
も
な
い
、
残
ら
ず
贋
金
」
で
、

「
会
津
の
贋
金
を
拵
へ
た
者
を
斬
れ
ば
会
津
の
者
は
残
ら
ず
斬
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」「
一
番
困
っ
た
は

贋
金
で
ご
ざ
い
ま
し
た
」。
さ
ら
に
近
在
に
潜
伏
し
て
い
た
旧
会
津
藩
脱
走
兵
に
よ
る
暗
殺
が
横

行
し
、
奥
羽
越
列
藩
同
盟
の
裏
切
り
者
と
さ
れ
た
旧
米
沢
藩
兵
が
狙
わ
れ
た
と
い
う）

27
（

。
そ
れ
以
上

に
現
地
の
巡
察
使
は
抱
え
て
い
た
問
題
は
、
贋
金
造
り
で
あ
る
。

【
表
1
】
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
名
古
屋
藩
・
伊
那
県
・
松
代
藩
な
ど
を
は
じ
め
悪
貨
贋
金
貨

幣
が
全
国
に
横
行
し
て
い
た
が
、
そ
の
最
大
の
巣
窟
と
み
ら
れ
て
い
た
の
が
会
津
で
あ
り
、「
若

松
県
下
方
数
十
里
間
一
円
贋
金
楮
製
造
場
ニ
テ
其
筋
関
係
セ
ザ
ル
者
殆
稀
也）

28
（

」、「
昨
年
夏
以
来
召

捕
、
獄
ニ
繋
グ
者
并
悔
悟
自
訴
ス
ル
者
千
弐
百
余
名）

29
（

」
と
報
告
さ
れ
て
い
た
。
会
津
戦
争
が
も
た

ら
し
た
経
済
的
疲
弊
が
最
大
の
要
因
で
あ
っ
た）

30
（

。
戦
後
の
困
窮
の
最
中
、
新
政
府
に
反
感
を
抱
く

旧
藩
士
た
ち
が
流
通
の
撹
乱
を
狙
い
、
政
府
転
覆
を
企
図
し
て
一
般
農
民
や
鍛
冶
職
人
ら
と
共
謀

【表 1 】　府藩県別贋金引換え額
単位；両・％

府県名 若松県 伊那県 新潟県 柏崎県 岩鼻県 東京府 酒田県
贋金額 177,858  87,490 39,113 33,956 33,514 30,616 24,947

引換金札額 53,357 26,247 11,733 10,187 10,054 9,184 7,484
引換比率 30.0 30.0 30.0 29.6 29.6 30.0 30.0

藩県名 盛岡県 名古屋藩 松代藩 上田藩 高田藩 信濃飯田藩 松本藩
贋金額 20,929 133,593 72,840 59,786 57,919 57,613 51,274

引換金札額 6,278 40,079 21,852 17,935 17,370 17,283 15,382
引換比率 30.0 30.0 30.0 30.0 30.0 30.0 30.0

藩　名 岡崎県 仙台藩 久保田藩 その他 計 京都取扱分 合計
贋金額 27,593 24,746 23,743 207,014 1,158,348 238,448 1,396,797

引換金札額 8,273 7,423 7,123 49,202 346,451 70,733 417,184
引換比率 30.0 30.0 30,0 23.8 29.9 29.7 29.9

【出典】松尾正人「明治初年の贋悪貨幣問題と新政府」『中央大学大学院研究年報』（第
6号、1977年）より作成。
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し
、
ヤ
ー
ヤ
ー
一
揆
の
騒
擾
な
ど
の
治
安
の
乱
れ

に
便
乗
し
、
当
局
の
監
視
が
及
ば
な
い
各
所
の
山

中
で
容
易
に
贋
金
作
り
が
で
き
た
。
ま
た
こ
れ
を

目
当
て
に
近
隣
諸
国
の
商
人
が
入
り
込
み
、
当
時

の
若
松
は
「
売
婦
弐
千
人
、
一
夜
の
遊
び
に
一
円

半
よ
り
減
せ
ず
と
い
う
。
嗚
呼
盛
也）

31
（

」
と
い
う
異

常
な
賑
わ
い
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

明
治
二
年
十
月
に
い
た
っ
て
新
政
府
は
、
銀
台

の
悪
貨
・
贋
金
百
両
に
つ
き
金
札
三
十
両
（
三
十

パ
ー
セ
ン
ト
）
と
引
き
換
え
る
こ
と
と
し
て
、
贋

金
製
造
者
に
厳
罰
を
も
っ
て
臨
み
、
三
年
四
月
に

は
前
年
五
月
の
箱
館
戦
争
終
結
を
区
切
り
と
し

て
、
そ
れ
以
前
の
行
使
を
赦
免
す
る
旨
を
通
達
し

た
。明

治
三
年
の
一
年
間
に
お
け
る
若
松
県
下
の
贋

金
関
係
処
罰
者
は
、【
表
2
】〜【
表
4
】
で
示
し

た
よ
う
に
、
梟
首
五
人
・
斬
罪
四
十
五
人
・
流
罪

四
十
九
人
・
不
明
（
獄
死
か
）
一
人
計
百
人
で
あ

り
、
内
訳
は
武
士
五
人
・
農
民
五
十
二
人
・
商
人

三
十
八
人
・
他
五
人
（
宗
教
者
か
）
に
達
し
、
そ

の
後
に
減
少
し
て
い
る）

32
（

。

若
松
県
下
の
贋
金
引
き
換
え
は
明
治
三
年
七
月

【表 2 】　流刑以上の贋造処罰者
単位；人

出身郡 会　津 耶　麻 河　沼 大　沼 北会津 安　積 蒲　原 安　達 不　明 計
明治 3年 30  28  16   6   0   1  16   0   3 100
明治 4年  1   2   1  10   0   5   0   1   0  20
明治 5年  2   2   0   1   0   0   0   0   0   5
計 33  32  17  17   0   6  16   1   0 125

【出典】『旧若松県　政治部・刑』国立公文書館及び福島県立図書館蔵より作成。

【表 3 】　若松県下の流刑以上の処罰者
単位；人

出身郡
年 梟　首 絞　罪 斬　罪 流　罪 不　明 計

明治 3年 14（ 5）  1 49（45）  58（49）  1（ 1） 123（100）
明治 4年  0  6（ 1） 17（ 8）  25（11）  0  48（ 20）
明治 5年  0  0  2（ 2）   7（ 3）  0   9（  5）
明治 6年  0  1 1   4（ 1）  0   6（  1）
計 14（ 5）  8（1） 69（55）  94（64）  1（ 1） 185（126）

【出典】同上『旧若松県　政治部・刑』。
　　　（　）内は、贋金偽造行使関係者。

【表 4 】　贋造処罰者の身分別
単位；人

身分
年 武　士 農　民 商　人 その他 計

明治 3年  5  52  38  5  100
明治 4年  2  18   0  0   20
明治 5年  0   3   2  0    5
計   7  73  40  5  125

【出典】同上『旧若松県　政治部・刑』。
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も
に
な
さ
れ
た
が
、
そ
の
総
額
は
十
七
万
七
千
八
百
五
十
八
両
（
引
換
金
札
額
五
万
三
千
三
百
五
十
七
両
）
に
及
び
、
全
国
で
も
最
大
の
額
で
あ
っ
た
【
表
1
】。

贋
金
の
取
締
り
に
関
係
し
、
明
治
元
年
秋
、
若
松
県
民
政
局
監
察
方
で
あ
っ
た
久
保
村
文
四
郎）

33
（

（
旧
福
井
藩
士
）
が
、
旧
会
津
藩
士
の
伴
百
悦
・
高
津
平
蔵
ら
に
よ
っ

て
旧
藩
領
内
の
野
沢
組
束
松
峠
の
登
り
口
で
殺
害
さ
れ
た
束
松
事
件
が
起
き
て
い
る
。

第
四
章　

贋
金
鋳
造
事
件

１　

不
平
士
族
を
中
心
と
す
る
贋
金
造
り

こ
の
章
で
は
、
会
津
戦
争
後
、
不
平
士
族
と
農
民
・
鍛
冶
職
人
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
贋
金
鋳
造
事
件
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
。
こ
れ
は
河
沼
郡
笈
川
組
で
勃

発
し
た
会
津
ヤ
ー
ヤ
ー
一
揆
〈
世
直
し
一
揆
〉
で
発
覚
し
た
士
族
を
巻
き
込
ん
だ
大
事
件
で
あ
る
。
一
揆
の
巨
魁
と
さ
れ
た
〈
古
川
〉
藤
吉
の
処
刑
と
束
松
事
件
が
何

ら
か
の
関
係
性
を
も
っ
て
記
さ
れ
て
い
る）

34
（

。

若
松
民
政
局
で
贋
金
造
り
の
者
に
対
す
る
弾
獄
方
を
勤
め
て
い
た
久
保
村
文
四
郎
殺
害
事
件
は
、
あ
ま
り
に
謎
の
多
い
事
件
で
あ
る
。
旧
会
津
藩
士
伴
百
悦
・
高
津

平
蔵
引
き
起
こ
さ
れ
、
伴
は
明
治
六
年
〈
越
後
国
〉
新
津
近
く
の
慶
雲
庵
と
い
う
寺
院
で
捕
ま
え
ら
れ
る
前
に
自
決
し
、
高
津
は
の
ち
明
治
九
年
の
思
案
橋
事
件
に
関

係
し
て
処
刑
さ
れ
た
。
し
か
し
『
旧
若
松
県
史
稿
』
は
こ
の
事
件
の
意
外
な
背
景
を
伝
え
て
い
る
。

　
　

元
会
津
藩
菅
友
弥
〈
元
会
津
藩
石
塚
競
〉

　
　

右
之
者
儀
、
抗
官
軍
、
若
松
城
落
城
後
、
当
時
死
亡
金
〈
兼
〉
子
近
左
衛
門
申
付
ヲ
請
、
贋
金
製
造
所
見
張
二
罷
越
、
其
上
沓
〈
履
〉
形
村
名
主
〈
青
木
〉

作
〈
伊
〉
左
衛
門
儀
旧
主
帰
城
歎
願
方
相
拒
ム
。
迚
、
右
近
左
衛
門
并
当
時
行
衛
〈
方
〉
不
知
五
十
嵐
茂
十
ヨ
リ
申
含
ヲ
受
ケ
、
当
時
死
亡
石
川
尚
記
倶
々
左
衛

門
ヲ
誘
ヒ
出
シ
、
於
途
中
、
近
左
衛
門
外
二
人
ニ
テ
及
殺
害
、
又
ハ
坂
下
村
総
吉
義
、
品
々
非
道
ノ
所
業
有
之
説
諭
ヲ
誘
ヒ
出
シ
、
於
途
中
、
近
左
衛
門
外
二
人

ニ
テ
及
殺
害
、
又
ハ
坂
下
村
総
吉
義
、
品
々
非
道
ノ
所
業
有
之
説
諭
ヲ
加
へ
改
心
不
致
ハ
可
討
果
ト
ノ
議
ニ
同
意
、
意
二
茂
十
殺
害
イ
タ
シ
候
次
第
ニ
立
至
り
。

剰
へ
元
若
松
民
政
局
監
察
方
久
保
山
村
文
四
郎
儀
旧
主
家
恢
復
種
々
差
妨
々
茂
十
其
外
ノ
者
共
一
同
文
四
郎
帰
国
途
中
ニ
於
テ
殺
害
イ
タ
シ
候）

35
（

。

す
な
わ
ち
、
元
勝
常
村
肝
煎
の
兼
子
近
左
衛
門
（
勝
之
助
）・
元
上
芧
津
村
（
河
沼
郡
牛
沢
組
）
五
十
嵐
茂
十
が
中
心
と
な
り
、
旧
藩
主
旧
領
地
回
復
運
動
を
展
開

し
て
お
り
、
資
金
調
達
の
た
め
高
久
組
の
「
溷
川
橋
本
」
に
贋
金
製
造
所
を
設
け
て
い
た
。
こ
の
運
動
を
進
め
る
う
え
で
、
旧
会
津
藩
士
友
弥
石
塚
競
等
と
と
も
に
反

三
九
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対
（
消
極
）
派
で
あ
る
履
形
村
（
河
沼
郡
青
津
組
）
名
主
青
木
伊
左
衛
門
や
「
非
道
ノ
所
業
」
を
改
心
し
な
い
坂
下
村
（
河
沼
郡
坂
下
組
）
総
吉
に
「
制
裁
」
を
加
え

た
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
明
治
二
年
に
頻
発
す
る
郷
頭
・
肝
煎
襲
撃
事
件
の
一
端
が
、
こ
の
旧
藩
主
旧
領
地
恢
復
運
動
の
な
か
で
起
こ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
推
測
さ

れ
る
。
そ
の
運
動
の
過
程
で
、「
元
若
松
民
政
局
監
察
方
久
保
山
村
文
四
郎
儀
旧
主
家
恢
復
種
々
差
妨
々
茂
十
其
外
ノ
者
共
一
同
文
四
郎
帰
国
途
中
ニ
於
テ
殺
害
イ
タ

シ
候
」
と
い
う
束
松
事
件
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
。
明
治
初
年
に
引
き
起
こ
さ
れ
る
郷
頭
・
肝
煎
襲
撃
事
件
の
一
端
が
、
こ
れ
に
関
わ
り
、
従
来
謎
と
さ
れ
て
き
た
明
治

二
年
の
吉
田
組
郷
頭
家
の
宮
城
如
山
（
季
吉
）・
志
加
夫
妻
の
殺
害
事
件
も
、
こ
の
事
件
の
一
旦
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
こ
の
事
件
の
パ
タ
ー
ン
で
は

沢
山
の
死
刑
者
を
だ
し
て
い
る
。

２　

他
所
の
商
人
を
中
心
と
す
る
贋
金
造
り

次
の
資
料
は
、
贋
金
造
り
幇
助
者
へ
の
処
罰
伺
い
と
し
て
、
か
な
り
の
地
域
の
農
民
を
巻
き
込
ん
だ
事
件
で
あ
る
。
事
件
の
発
覚
は
、
明
治
三
年
二
月
に
贋
金
造
り

の
犯
人
の
幇
助
を
し
た
件
で
四
人
の
村
人
と
二
人
の
関
係
村
の
肝
煎
が
若
松
県
庁
役
所
に
自
訴
状
を
提
出
し
た
こ
と
で
あ
る）

36
（

。
何
よ
り
も
最
初
に
書
か
れ
た
控
の
自
訴

状
を
掲
げ
て
み
よ
う
。

「
乍
恐
以
書
附
以
自
訴
候　

扣

私
共
儀
、
去
ル
巳
四
月
十
三
日
晩
小
土
山
村
親
類
悦
治
与
申
者
宅
ニ
而
仏
事
之
使
致
呉
御
候
ニ
付
き
、
久
七
・
市
郎
〈
一
郎
〉・
定
吉
三
人
ニ
而
参
り
居
申
候
夕
、

越
後
白
根
町
平
治
与
申
者
泊
り
、
其
夜
右
平
治
与
申
者
、
私
共
三
人
一
間
ニ
招
キ
申
候
ニ
は
、
私
義
贋
金
職
人
ニ
御
座
候
間
、
依
而
御
頼
申
上
、
元
悦
治
殿
江
も

御
噺
申
上
置
候
処
、
日
数
十
日
計
之
間
泥
浮
与
申
所
ニ
而
事
致
候
間
、
就
而
ハ
米
味
噌
入
用
の
品
々
仕
送
致
呉
候
様
申
、
世
話
致
呉
ハ
ゞ
出
来
金
を
以
一
日
弐

つ
ゝ
、
外
ニ
三
拾
両
ヅ
ヽ
手
当
差
出
し
候
間
世
話
致
呉
候
様
申
、
難
渋
私
共
ニ
御
座
候
得
は
仲
間
談
事
の
上
世
話
致
し
候
間
、
私
共
米
壱
斗
、
味
噌
壱
貫
匁
、
酒

三
升
、
紙
壱
状
、
炭
拾
貫
百
匁
壱
俵
〆
五
品
三
人
ニ
而
相
送
り
申
候
、
然
は
右
平
治
義
十
八
日
夜
出
来
金
不
残
致
持
参
、
退
申
候
、
何
れ
へ
参
り
候
哉
行
衛
〈
方
〉

相
分
不
申
候
、
右
ニ
付
而
ハ
仕
送
り
代
金
并
出
来
之
贋
金
一
金
も
請
取
不
申
候
得
共
、
御
大
禁
ヲ
犯
シ
悪
行
之
者
江
同
意
仕
候
段
重
々
奉
恐
入
候
、
依
之
乍
恐
有

躰
自
訴
奉
歎
願
候
、
御
所
当
被
、
仰
付
可
被
下
置
候
、
以
上

午
二
月　

若
松
県
御
役
所

大
谷
組
小
清
水
分　

市
郎　
　

野
沢
組
塩
坪
村　

定
吉　
　

大
谷
組
小
清
水
分　

久
七
」

野
沢
組
塩
坪
村
定
吉
の
押
印
さ
れ
た
自
訴
状
で
は
、
姿
を
消
し
た
平
治
を
「
其
翌
〈
十
九
〉
日
所
々
相
尋
申
候
得
共
」
と
切
羽
詰
ま
っ
た
状
況
も
記
さ
れ
、「
鍋
与

四
〇
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米
一
升
計
り
残
し
」
姿
を
消
し
た
平
治
に
対
す
る
や
る
せ
な
い
気
持
ち
を
語
っ
て
い
る
。
こ
の
自
訴
状
は
、
小
清
水
分
肝
煎
の
〈
長
谷
沼
〉
権
三
郎）

37
（

と
主
犯
と
も
い
え

る
小
土
山
村
の
悦
治
、
同
村
の
肝
煎
を
務
め
る
三
郎
右
衛
門（
中
山
村
か
ら
の
越
肝
煎
か
）・
地
首
の
市
二
郎
の
代
印
・
老
百
姓
の
佐
左
衛
門
の
代
印
が
付
さ
れ
て
い
る
。

本
来
は
、
本
村
高
目
村
肝
煎
で
あ
る
は
ず
の
権
三
郎
の
聞
き
取
り
に
よ
れ
ば
、
悦
治
の
自
訴
状
は
明
治
三
年
正
月
二
十
八
日
に
出
さ
れ
、
二
月
朔
日
か
ら
関
係
者
相

談
の
上
、
四
日
に
は
野
沢
民
政
局
か
ら
上
級
役
所
で
あ
る
津
川
庁
に
伺
い
、
若
松
県
の
役
所
に
自
訴
状
を
提
出
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
若
松
県
刑
法
局
は
五
月

廿
五
日
朝
に
定
吉
・
悦
治
・
市
郎
・
久
七
を
出
頭
さ
せ
る
よ
う
に
各
村
役
人
に
出
頭
礼
状
を
出
し
て
い
る
。
ま
た
贋
金
製
造
の
場
所
が
、
吉
田
組
平
明
村
泥
浮
分
の
こ

と
な
の
か
村
東
二
十
町
余
り
に
あ
る
泥
浮
山
中
の
こ
と
な
の
か
に
つ
い
て
は
、
若
松
県
御
役
所
へ
の
自
訴
状
で
は
泥
浮
山
の
こ
と
だ
と
し
て
い
る
。
鍛
冶
職
人
や
一
般

農
民
が
山
の
中
な
ど
に
隠
れ
て
密
造
を
つ
づ
け
る
こ
と
は
各
地
で
み
ら
れ
る
光
景
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
事
件
の
決
着
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
た
の
か
は
史
料
的
に
は
不
明
で
あ
る
が
、〈
長
谷
沼
〉
久
七
は
小
清
水
分
の
肝
煎
に
復
役
す
る
と
と
も
に
周
辺
地
域
の
有

力
者
と
し
て
活
動
を
つ
づ
け
、
家
業
の
酒
造
業
（
銘
柄
『
笹
の
川
』）
も
盛
ん
に
行
っ
て
い
る
。

む
す
び
に
か
え
て

既
述
し
た
よ
う
に
、
明
治
二
年
二
月
の
『
公
文
録　

若
松
県
』
に
お
い
て
、「
若
松
県
下
方
数
十
里
、
一
円
贋
金
楮
製
造
所
ニ
テ
其
ノ
筋
ニ
関
係
セ
ザ
ル
者
殆
ド
稀
也
、

（
中
略
）
太
政
官
御
一
新
前
ノ
金
ヲ
徳
川
吹
、
御
一
新
後
ノ
金
ヲ
太
政
官
吹
、
土
地
ニ
テ
偽
造
シ
タ
ル
金
ヲ
御
城
吹
ト
唱
フ
。
只
其
ノ
名
異
ナ
ル
ノ
ミ
ニ
テ
真
贋
差
別

ナ
ク
融
通
ス
。
斯
レ
バ
好
民
争
テ
カ
手
ヲ
出
サ
ザ
ル
ベ
キ
、
忽
チ
蔵
意
主
謀
ト
成
リ
随
従
与
党
ト
成
リ
テ
専
ラ
是
ヲ
贋
造
シ
非
常
ノ
大
利
ヲ
盗
ム
（
後
略
）」
と
記
さ

れ
て
い
る
。

会
津
戦
争
の
泥
沼
化
が
鶴
ヶ
城
内
で
の
悪
貨
鋳
造
を
否
応
な
く
必
然
化
さ
せ
、
会
津
藩
の
敗
北
は
そ
こ
に
集
っ
た
鍛
冶
職
人
や
農
民
・
商
人
を
し
て
贋
金
鋳
造
と
い

う
選
択
肢
を
採
用
さ
せ
て
い
く
。
し
か
し
そ
れ
は
新
政
府
に
と
っ
て
犯
罪
で
あ
っ
て
も
、
当
事
者
に
は
そ
の
自
覚
に
乏
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
貨
幣
・
紙
幣
は
流
通
す

れ
ば
良
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
新
政
府
は
様
ざ
ま
な
罰
則
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
贋
金
造
り
が
厳
罰
に
処
せ
ら
れ
る
罪
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
さ
せ
て
い
く
。
の

ち
に
自
由
民
権
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
河
野
広
中
は
、
若
松
県
の
捕
亡
方
吏
員
と
し
て
、
こ
れ
を
め
ぐ
っ
て
寛
大
な
処
分
を
主
張
し
、
厳
格
な
処
分
を
進
め
る
上
司
と
対
立

し
、
明
治
三
年
六
月
に
依
願
免
職
と
な
る）

38
（

。

会
津
藩
の
瓦
解
後
に
ヤ
ー
ヤ
ー
一
揆
〈
世
直
し
一
揆
〉
が
勃
発
し
て
無
政
府
状
態
と
な
っ
た
会
津
地
方
で
は
、
戊
辰
戦
後
の
経
済
不
況
や
生
活
苦
か
ら
多
く
の
人
た

四
一
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ち
が
悪
貨
お
よ
び
贋
金
造
り
に
手
を
染
め
、
ま
た
は
力
を
貸
し
た
。
そ
の
動
き
は
、
旧
会
津
藩
士
の
士
族
反
乱
的
な
動
き
（
束
松
事
件
か
ら
思
案
橋
事
件
）
と
絞
交
錯

し
な
が
ら
、
旧
村
役
人
層
の
動
き
（
旧
領
地
恢
復
運
動
）
が
、
自
由
民
権
を
選
択
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
何
よ
り
も
複
雑
な
人
間
関
係
と
政
府
の
政
策
が
生
み
出
す
新

時
代
の
流
れ
に
感
情
的
に
棹
さ
す
こ
と
な
く
、
多
角
的
な
視
点
を
も
っ
て
、
こ
の
時
期
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。
筆
者
の
次
の
課
題
の
一
つ
は
士
族
反
乱
と

自
由
民
権
と
の
関
わ
り
に
注
目
す
る
こ
と
で
あ
る）

39
（

。
そ
し
て
大
胆
に
、
し
か
し
な
が
ら
確
固
と
し
た
実
証
に
も
と
づ
く
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

【
付
記
】
本
稿
執
筆
に
際
し
て
、
故
牧
野
登
・
故
川
口
芳
昭
両
氏
及
び
垣
本
楓
香
さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
末
尾
な
が
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

【
註
】

（
1
）
代
表
的
に
は
、
日
本
史
研
究
会
・
歴
史
科
学
協
議
会
・
歴
史
学
研
究
会
・
歴
史
教
育
者
協
議
会
『
創
ら
れ
た
明
治
、
創
ら
れ
る
明
治
│
「
明
治
一
五
〇
年
」
が
問
い
か
け
る

も
の
│
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
八
年
を
参
照
の
こ
と
。

（
2
）
拙
稿
「
明
治
初
年
の
豪
農
層
」（
ア
ジ
ア
民
衆
史
研
究
会
『
東
ア
ジ
ア
の
近
代
移
行
と
民
衆
』
第
三
集
、
一
九
九
七
年
）、
同
「
戊
辰
か
ら
民
権
へ
│
会
津
地
方
の
明
治
維
新
│
」

（『
歴
史
評
論
』第
五
八
九
号
、
一
九
九
九
年
）、
同「
明
治
初
年
の
民
衆
運
動
│
会
津
地
方
笈
川
組
を
事
例
と
し
て
│
」（
新
井
勝
紘
編『
民
衆
運
動
史
４
近
代
以
降
期
の
民
衆
像
』

青
木
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
3
）
例
え
ば
、
田
中
悟
『
会
津
と
い
う
神
話 

│
〈
二
つ
の
戦
後
〉
を
め
ぐ
る
〈
死
者
の
政
治
学
〉
│
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房 

、
二
〇
一
〇
年
。

（
4
）
若
松
県
に
お
け
る
贋
金
造
り
に
関
し
て
は
、
消
極
的
な
が
ら
会
津
若
松
史
出
版
委
員
会
編
『
会
津
若
松
史　

第
6
巻
』（
会
津
若
松
市
、
一
九
六
六
年
）、
会
津
若
松
市
史
研

究
会
編
『
会
津
若
松
市
史
8
』（
会
津
若
松
市
、
二
〇
〇
六
年
）
に
記
載
が
あ
る
。

（
5
）
牧
野
登
『
会
津
人
が
書
け
な
か
っ
た
会
津
戦
争
│
会
津
へ
の
手
紙
│
』
歴
史
春
秋
出
版
、
一
九
九
七
年
。

（
6
）
川
口
芳
昭
『
あ
い
づ　

小
史
点
描
』
お
も
ん
は
ん
社
、
二
〇
〇
七
年
。

（
7
）『
石
川
家
一
族
霊
号
表
』
福
島
県
西
会
津
町
野
沢
本
町
・
石
川
直
英
家
文
書
。

（
8
）『
旧
記
』
福
島
県
西
会
津
町
上
原
、
長
谷
川
俊
三
家
文
書
。

（
9
）『
貞
享
二
年
八
月　

百
姓
民
間
営
風
俗
改
書
上
志
誌
』（『
西
会
津
町
』
西
会
津
町
教
育
委
員
会
、
一
九
五
六
年
）
所
収
。

四
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（
10
）
芳
賀
達
雄
「
旧
会
津
藩
の
金
、
銭
札
（
一
）
〜
（
五
）」『
岩
磐
史
談
』（
第
五
号
、
一
九
三
六
年
三
月
。
第
七
号
、
同
年
五
月
。
第
八
号
、
同
年
六
月
。
第
十
一
号
、
同
年
九
月
。

第
十
二
号
、
同
年
十
二
月
）
及
び
鈴
木
正
敏
編
『
会
津
貨
幣
史
年
表
』
会
津
古
泉
会
、
一
九
七
一
年
。

（
11
）『
内
旧
一
覧
』（
耶
麻
郡
五
目
組
宇
津
野
村
肝
煎
・
木
村
権
右
衛
門
家
文
書
、
喜
多
方
市
立
図
書
館
蔵
）。

（
12
）
鈴
木
正
敏
「
会
津
銭
」
他
（
会
津
事
典
編
纂
会
『
会
津
大
事
典
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
五
年
、
一
七
・
一
二
四
・
四
八
七
・
六
一
九
頁
）。

（
13
）
山
川
健
次
郎
監
・
会
津
戊
辰
戦
史
編
纂
会
編
『
会
津
戊
辰
戦
史
』（
井
田
書
店
、
一
九
四
一
年
、
五
〇
八
頁
）。

（
14
）『
簿
暦
』（
引
用
者
は
未
確
認
）
に
は
「（
慶
応
四
年
四
月
一
九
日
）、
山
川
大
蔵
君
、
御
使
に
来
ら
れ
候
由
、
右
は
鋳
金
の
事
の
よ
し
な
り
と
、
御
薬
園
に
お
い
て
、
旧
幕
府

の
外
交
担
当
老
中
で
唐
津
藩
世
子
の
小
笠
原
長
行
公
と
大
蔵
が
貨
幣
鋳
造
の
相
談
を
し
て
い
る
。
会
津
藩
は
戦
費
調
達
の
た
め
、
苦
肉
の
策
と
し
て
百
二
十
万
両
を
鋳
造
し
、

金
銀
供
出
者
へ
貨
幣
と
し
て
半
分
返
し
、
残
り
六
十
万
両
を
軍
費
と
し
た
」〈
石
田
明
夫「
会
津
の
華
は
凛
と
し
て
│
新
島
八
重
の
生
涯
│　

21　

八
重
と
西
出
丸
と
貨
幣
」（『
福

島
民
友
新
聞
』
二
〇
一
二
年
八
月
十
九
日
付
）
と
さ
れ
る
。

（
15
）
佐
藤
泰
「
に
し
あ
い
づ
物
語
一
〇
〇
選
そ
の
８　

上
野
尻
埋
蔵
金
伝
説
」（『
広
報
に
し
あ
い
づ
』
第
七
一
〇
号
、
二
〇
一
七
年
十
二
月
）。

（
16
）
古
く
は
、
葛
西
富
夫
『
斗
南
藩
興
亡
記
』（
下
北
史
談
会
、
一
九
六
六
年
）、
近
年
で
は
、『
斗
南
藩
│
「
朝
敵
」
会
津
藩
士
た
ち
の
苦
難
と
再
起
│
』(

中
公
新
書
、
二
〇
一
八
年
）

を
参
照
の
こ
と
。
な
お
葛
西
氏
は
斗
南
藩
の
歴
史
、
近
代
か
ら
現
代
に
至
る
会
津
人
の
心
や
営
み
を
広
く
社
会
に
紹
介
、
多
く
の
著
書
を
上
梓
し
て
い
る
。

（
17
）
前
掲
、
石
田
昭
夫
「
会
津
の
華
は
凛
と
し
て
│
新
島
八
重
の
生
涯
│　

21　

八
重
と
西
出
丸
と
貨
幣
」。

（
18
）
関
東
学
院
大
初
代
院
長
を
務
め
た
坂
田
佑
は
、
日
向
内
記
の
孫
で
あ
る
（
坂
田
祐
『
恩
寵
の
生
涯
』（
待
晨
堂
、
一
九
六
六
年
、
新
編
、
一
九
七
六
年
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
19
）「
明
治
元
年
十
一
月
十
七
日
〔
示
達
状
〕」
野
沢
民
政
局
よ
り
両
野
尻
村
・
徳
沢
村
宛　

皇
国
一
円
金
札
通
用
の
布
告
（
福
島
県
西
会
津
町
上
野
尻
・
石
本
雄
也
家
文
書
『
西

会
津
町
史　

第
5
巻
（
上
）
近
現
代
史
料
』
二
〇
〇
七
年
）
所
収
。

（
20
）「
明
治
二
年
二
月
十
六
日　
〔
覚
〕」
福
島
県
西
会
津
町
上
野
尻
・
石
本
雄
也
家
文
書
（
前
掲
『
西
会
津
町
史　

第
5
巻
（
上
）
近
現
代
史
料
』）
所
収
。

（
21
）「〔
明
治
〔
二
〕
年
五
月
五
日　

金
札
通
用
触
達
書
〕」
福
島
県
西
会
津
町
上
野
尻
・
石
本
雄
也
家
文
書
（
前
掲
『
西
会
津
町
史　

第
5
巻
（
上
）
近
現
代
史
料
』
）
所
収
。

（
22
）「〔
明
治
二
年　

贋
金
関
係
綴
〕」
福
島
県
喜
多
方
市
小
田
付
・
五
十
嵐
サ
ダ
家
文
書
。

（
23
）「〔
明
治
〔
三
〕
年
三
月
十
五
日　

見
舞
状
〕」
福
島
県
西
会
津
町
上
野
尻
・
石
本
雄
也
家
文
書
で
は
、
西
光
葬
舎
（
西
光
寺
）
よ
り
石
本
太
十
郎
に
常
楽
寺
東
側
奥
に
設
置

さ
れ
た
野
沢
徒
刑
屯
所
（
御
囲
方
・
岩
原
伴
九
郎
）
に
閉
居
の
太
十
郎
に
樽
料
差
し
入
れ
ら
れ
、「〔
明
治
〔
三
〕
年
三
月
二
十
五
日　

見
舞
状
〕」
福
島
県
西
会
津
町
上
野
尻
・

石
本
雄
也
家
文
書
（
前
掲
『
西
会
津
町
史　

第
5
巻
（
上
）
近
現
代
史
料
』）
所
収
で
は
、
五
十
嵐
春
庵
よ
り
石
本
多
重
〈
太
十
〉
郎
、
丸
屋
（
下
野
尻
村
・
佐
藤
か
）
八
三
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郎
の
両
名
に
、
こ
の
度
の
鬱
気
開
き
の
た
め
酒
と
卵
を
送
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
登
場
す
る
野
沢
本
町
村
の
医
師
・
五
十
嵐
春
庵
の
息
子
が
、
野
沢
原
町
村
の
渡
部

思
斎
の
門
下
生
で
、
渡
部
鼎
や
石
川
暎
作
と
と
も
に
横
浜
の
高
島
嘉
右
衛
門
が
運
営
す
る
英
学
校
（
藍
謝
堂
）
に
学
ん
だ
五
十
嵐
春
甫
で
あ
る
（『
郵
便
報
知
新
聞
』
明
治
六

年
十
一
月
七
日
、『
同
』
明
治
七
年
三
月
四
日
、『
同
』
明
治
七
年
六
月
一
八
日
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
24
）「
明
治
〔
三
〕
年
閏
一
〇
年
一
六
日
（
入
者
の
薬
代
納
入
）」
福
島
県
西
会
津
町
野
沢
原
町
・
丹
藤
庄
樹
家
文
書
。

（
25
）「
布
告
綴
」
福
島
県
西
会
津
町
中
町
・
波
多
野
恵
美
子
家
文
書
（
前
掲
『
西
会
津
町
史　

第
5
巻
（
上
）
近
現
代
史
料
』）
所
収
。

（
26
）「
布
告
綴
」
福
島
県
西
会
津
町
真
ケ
沢
・
矢
部
勝
義
家
文
書
（
前
掲
『
西
会
津
町
史　

第
5
巻
（
上
）
近
現
代
史
料
』）
所
収
。

（
27
）「
故
岡
谷
繁
実
君
の
戦
争
後
の
会
津
に
関
す
る
実
歴
談
」（『
史
談
会
速
記
録
』
第
一
〇
四
輯
、
一
九
二
〇
年
六
月
）。

（
28
）『
公
文
禄　

若
松
県　

明
治
二
年
二
月
』
国
立
公
文
書
館
蔵
。

（
29
）『
公
文
禄　

若
松
県　

明
治
三
年
六
月
』
国
立
公
文
書
館
蔵
。

（
30
）
当
時
の
会
津
藩
士
が
お
か
れ
た
状
況
に
つ
い
て
は
、
星
亮
一
編
『
荒
川
勝
茂　

明
治
日
誌
』（
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
二
年
）、
そ
の
要
約
と
し
て
星
亮
一
『
敗
者
の
維
新

史　

会
津
藩
士
荒
川
勝
茂
の
日
記
』（
中
公
新
書
、
一
九
九
〇
年
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
31
）
吉
岡
艮
太
夫
「
明
治
二
年
若
松
紀
行
」。
吉
岡
は
、「
咸
臨
丸
」
で
太
平
洋
を
わ
た
り
、
帰
国
後
は
、
神
奈
川
奉
行
支
配
定
番
役
頭
取
取
締
・
新
番
・
長
崎
奉
行
支
配
組
頭
・

大
阪
町
奉
行
支
配
組
頭
・
別
手
組
頭
取
取
締
と
、
様
ざ
ま
な
役
を
務
め
あ
げ
た
が
、
部
下
の
罪
を
被
り
明
治
三
年
に
斬
罪
と
な
っ
た
（
吉
岡
艮
太
夫
著
・
小
島
長
蔵
編
『
吉
岡

艮
太
夫
小
伝
』
秀
英
社
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
一
九
一
九
年
、
増
訂
版
、
一
九
三
二
年
、
二
三
頁
）
の
「
八 

奧
羽
旅
行
」
を
参
照
の
こ
と
。

（
32
）「
贋
金
製
造
ニ
付
処
分
ノ
儀
伺
」『
公
文
録　

明
治
元
年　

第
二
十
八
巻　

己
巳　

各
県
公
文
四
（
若
松
県
）』
太
政
官
、
明
治
三
年
六
月
。「
若
松
県
贋
金
製
造
ノ
徒
律
ニ
照

シ
即
決
ヲ
許
ス
」（
明
治
三
年
六
月
）「
若
松
懸
ニ
於
テ
贋
金
贋
札
製
造
ノ
罪
徒
非
常
ノ
多
数
既
ニ
兵
乱
後
千
二
百
五
十
人
餘
ニ
及
ヒ
…
」
国
立
公
文
書
館
『
太
政
類
典
草
稿
・

第
一
編
・
慶
応
三
年
〜
明
治
四
年
・
第
二
百
二
十
五
巻
・
治
罪
・
行
刑
七
』
を
参
照
の
こ
と
。

（
33
）「
久
保
村
文
四
郎
履
歴
」（『
新
番
格
以
下
』
福
井
県
立
図
書
館
寄
託
・
松
平
文
庫
蔵
）
に
よ
れ
ば
福
井
藩
下
級
武
士
（
徒
士
目
付
）
で
あ
り
、
当
初
は
中
吉
と
名
の
っ
て
い
る
。

（
34
）
前
掲
「
明
治
初
年
の
民
衆
運
動
│
会
津
地
方
笈
川
組
を
事
例
と
し
て
│
」
を
参
照
の
こ
と
。

（
35
）『
旧
若
松
県
史
稿
』
国
立
公
文
書
館
及
び
福
島
県
立
図
書
館
所
蔵
。

（
36
）「
明
治
三
年
二
月　

贋
金
造
り
自
訴
状
と
肝
煎
調
書
及
び
刑
法
局
の
出
頭
令
状
」福
島
県
喜
多
方
市
・
長
谷
沼
守
家
文
書（
前
掲『
西
会
津
町
史　

第
5
巻（
上
）近
現
代
史
料
』）

所
収
。
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（
37
）
小
清
水
分
肝
煎
だ
け
で
は
な
く
、
本
村
で
あ
る
高
目
村
肝
煎
で
あ
る
長
谷
川
権
三
郎
（
の
ち
兵
三
郎
）
は
、
野
口
英
世
の
伝
記
の
な
か
で
、
渡
部
鼎
の
会
陽
病
院
に
お
い
て

野
口
清
作
を
い
じ
め
る
役
で
登
場
す
る
長
谷
沼
兵
作
（
の
ち
票
策
と
改
名
）
の
実
父
で
あ
る
（
拙
稿
「
野
口
英
世
の
敵
役
『
長
谷
沼
票
策
』
再
考
」『
長
浜
通
信
』
第
十
二
号
、

野
口
英
世
細
菌
検
査
室
保
存
会
））
を
参
照
の
こ
と
。

（
38
）
長
井
純
一
『
河
野
広
中
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
）
及
び
拙
著
『
日
本
史
リ
ブ
レ
ッ
ト
人
79　

河
野
広
中
と
田
中
正
造
』（
山
川
出
版
社
、
近
刊
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
39
）
奇
想
天
外
な
作
風
で
し
ら
れ
た
作
家
・
山
田
風
太
郎
氏
の
作
品
の
中
で
所
謂
「
明
治
物
」
の
代
表
作
に
『
警
視
庁
草
紙
（
上
・
下
）』（
河
出
文
庫
・
ち
く
ま
文
庫
）
が
あ
る
。

こ
の
作
品
は
、
明
治
初
年
を
舞
台
に
「
隅
の
ご
隠
居
」
と
呼
ば
れ
る
元
幕
府
町
奉
行
駒
井
相
模
守
と
元
同
心
千
羽
兵
四
郎
が
明
治
新
政
府
の
警
察
庁
の
川
路
大
警
視
や
元
新
選

組
隊
士
・
仙
台
藩
出
身
者
の
巡
査
達
と
暗
殺
や
謀
殺
や
讐
な
ど
い
ろ
ん
な
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
る
内
容
で
あ
る
。
同
書
に
登
場
す
る
永
岡
久
茂
（
敬
次
郎
）
は
思
案
橋
事
件
の

巨
魁
で
あ
り
、「
皇
女
の
馬
車
」の
章
を
飾
る
紙
幣
の
判
型
は
、
彼
ら
が
狙
う
明
治
通
宝
す
な
わ
ち
ゲ
ル
マ
ン
札
の
銅
判
型
で
あ
る
。
ま
た
同
氏
の『
幻
燈
辻
馬
車（
上
・
下
）』（
河

出
文
庫
・
ち
く
ま
文
庫
）
は
、
会
津
で
同
心
を
勤
め
て
い
た
干
潟
干
兵
衛
が
、
西
南
の
役
で
戦
死
し
た
息
子
の
忘
れ
形
見
を
乗
せ
て
辻
馬
車
屋
を
営
ん
で
い
る
な
か
で
、
高
田

事
件
に
関
わ
る
赤
井
景
昭
ら
の
自
由
党
と
か
か
わ
り
、
警
視
庁
の
密
偵
や
会
津
を
惨
々
な
状
況
に
し
つ
つ
あ
る
三
島
通
庸
県
令
の
手
下
ら
と
や
り
あ
う
羽
目
に
な
っ
て
し
ま
う

と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
西
野
辰
吉
『
秩
父
困
民
党
』（
東
方
出
版
社
、
一
九
六
八
年
）
で
は
、
秩
父
事
件
勃
発
前
の
秩
父
地
方
で
は
、
会
津
の
贋
金
が
流
通
し
、

経
済
を
混
乱
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。

四
五
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